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わたし す ゑ 

私が 釧路の 新聞へ 行った の は、 恰度 一月 下旬の 事、 

寒さの 一 番酷 しい 時で、 華氏 寒暖計が 毎朝 零下 二十 度 

ていしゃば 

から 三十 度までの 間 を 昇降して 居た。 停車場から 宿屋 

ひえ おとが ひ 

まで、 僅か 一 町 足らずの 間に、 夜風の 冷に 頤 を 埋め 

い き しめり あくる あさ 

た 首巻が、 呼気の 湿気で 真白に 凍った。 翌朝 目を覚 

うそ さむ 

ました 時 は、 雨戸の 隙 を 潜って 空 寒く 障子 を 染めた 暁 

の 光の 中に、 石油 だけ は 流石に 凍らぬ と 見えて、 心 を 

っリ ランプ よ ベ うつす 

細めて 置いた 吊 洋燈が 昨夜の 儘に 薄 りと 点って 居た 

が、 茶 を 注いで 飲まずに 置いた 茶碗が 二 つに 割れて、 



社 は、 支庁 坂から 真砂 町 を 突 切って、 海岸へ 出る 街 

路の、 ト ある 四角に 立って 居て、 小いながら も、 ツイ 

此頃 落成式 を 挙げた 許りの、 新築の 煉瓦 造、 (これが 此 

社に 長く 居る 人達の、 北海道に 類が 無い と 云 ふ 唯一 つ 

の 誇りであった。) 澄み切った 冬の 空に、 燃える 様な 新 

くつき リ 

しい 煉瓦の 色の、 廓 然と 正しい 輪廓 を 描いて るの は、 

何様 木造の 多い 此町 では、 多少の 威厳 を 保って 見えた。 

主筆から 見せられた、 落成式の 報告み たいな ものの 中 

に、 「天地 一白の 間に 紅梅 一朶の 美観 を 現出した る も 

の は 即ち 我が 新築の 社屋な りご と 云 ふ 句が あって、 私 

お ま 

が 思 はず 微笑した の を、 今でも 記憶え て 居る。 玄関 か 



『菊 池 ッて云 ふさう です。 何でも、 釧路に 居る 記者の 

中で は 一 番 年長者 だら ぅッて 話でした よ。』 

かね はる くち 

『菊 池 兼 治 と 謂 ふ 奴ぢ やない か？』 と 主 筆が 喙を 容れ 

た。 

さむら ひ 

『兼 治？ 然 うです/ \、 何だか 武士の 様な 名 だと 思 

ひました。』 

あごひげ ごろ つき 

『ぢゃ 何 だ、 真黒な 腮髭を 生やした 男で、 放浪者み た 

いな？』 

ま 

『然 うです か、 私 は 未だ 逢 はな いんです が。』 

あんな むかう い つ 

『那麼 男なら、 何人 先方で 入れても 安心 だよ。 何日 だ 

ッ たか、 其 菊 池が、 記者な り 小 使な りに 使って 呉れ ッ 



さま 

な 紐 を 胸高に 結んだ 態 は、 何処かの 壮士 芝居で 見た 悪 

にきび 

党 弁護士 を 思 出させた。 三十 五六の、 面皰 だらけな 細 

顔で、 髯が 無く、 銀縁の 近眼鏡 を かけて 居た が、 眼鏡 

うたが ひ 

越に 時々 狐疑 深い 様な 目 付 をす る。 

『徐々 始めよ うぢゃありません か、 大抵 揃 ひました か 

ら。』 

と、 月番 幹事の 志 田 君 (先程から 愛嬌 を 振舞って ゐた、 

色の 黒い 男) が 云 ひ 出した。 

やが ぃリ まぜ 

鱸て 膳部が 運ばれた。 「入 交に なった 方が 可から 

は つぎ 

うご と 云 ふ、 私の 方の 主筆の 発議で、 人々 は 一 時ドャ 

ドャと 立った が、 



『印度の 炭 山の 旦那 は 酷い。』 と 志 田 君の 声が 高 か つ 

こっち 

たので、 皆 此方 を 見た。 『いくら 私が 色が 黒いた つて、 

随分 念 を 入れた 形容 をした もんだ。』 

一 座の 人 は 声 を 合せて 笑った。 

はなし 

私 は 初めての 事で も あり、 且つ は、 話題 を 絶やさぬ 

志 田 君と 隣って 居る 故 か、 自と 人の 目について、 返せ 

ども、 く、 盃が 集って 来る。 生来，. 余り 飲ぬ 口な ので、 

顔 は既ポ ッポと 上気して、 心臓の鼓動が 足の裏まで も 

みっつ ま 

響く。 二つ や 三なら 未だし もの 事、 私の 様な 弱い者 

に は、 四つ、 五つと 盃の 列んだ の を 見る と、 醒め 果て 

た 恋に 向 ふ 様で、 モウ 手 も 触け たくない。 芸妓に は 珍 



あくるひ のんき やくしょ 

翌日 は 日曜日、 田舎の 新聞 は 暢気な もので、 官衙ゃ 

いつも 

学校と 同じに 休む。 私 は 平日の 如く 九 時 頃に 目を覚ま 

もた 

した。 恐ろしく 喉が 渴 いて 居る ので、 頭 を 擡げて 〔# 

もた もた 

「頭 を 擡げて」 は 底本で は 「頭 を 擡げて 匕 見廻した が、 下 

に 持って行 つたと 見えて 鉄瓶が 無い。 用の 無い のに 起 

きる の も 詰らず、 寒さ は 寒し、 されば と 云って 床の 中 

で 手を拍 つて、 女中 を 呼ぶ の も 変 だと 思って、 また 仰 

みたくな し 

向に なった。 幸 ひ 其処へ 醜女の 芳 ちゃんが、 新聞 を 

持って 入って 来たので、 知って る 癖に 『モウ 何時 だい』 

と 聞く と、 

『まだ 早い から 寝て 居な されよ、 今日は 日曜 だもの。』 



『本当が ね。』 と 目 を 輝かして、 懐に 捻じ 込む 真似 をし 

たが、 

あんた 

『貴方が 泣く ベ さ。』 と 云って、 フワ リと手 巾 を 私の 顔 

にかけ た 儘、 バタく 出て 行った。 

つむ に ほひ はなびら 

目 を 瞑る と、 好い 香の する 葩 の 中に 魂が 包まれ 

い き もや 

た 様で、 自分の 呼気が 温かな 靄の 様に 顔 を 撫でる。 

ぼう つ あ うすあかり 

懵乎 として 目 を 開く と、 無 際限の 世界が、 唯 モウ 薄光 

の 射した 淡紅色の 世界で、 凝と して 居る と遙 か/ \向 

ふに ポッ チリと 黒い 点、 千里の 空に 鷲が 一 羽、 と 思 ふ 

と、 段々 近いて 来て、 大きくな つて、 世界 を掩ひ 隠す 

様な 翼が、 目の前に 来て パッと 消えた。 今度 は 楕円形 



私の 抉に 入れた だら うと 考 へて 見た が、 否、 不図す る 

と、 ァ レは巿 子でなくて、 名 は 忘れた が、 ソレ、 ァノ 

何とか 云った、 色の 浅黒い 貧相な 奴が、 入れたん ぢゃ 

ないかと 云 ふ 気がした。 が、 これに は 自分ながら 直ぐ 

可 笑くな つて 了って、 又しても 「左の 抉、 左の 抉」 を 

思 ひ 出す。 …… 

ゆきあかり 

「ゥ アツ ハ ハ」 と 高く 笑って、 薄く 雪 明 のした 小路 を、 

大 跨に 歩き 去った。 II 其 後 姿が 目に 浮ぶ と、 (此朝 

あたま いろん 

私の 頭脳 は 余程 空想的に なって 居た ので、) 種々 な 事 

が考 へられた。 

な み あしどり きっと 

大 跨に、 然 うだ、 菊 池 君 は 普通の 足 調で なく、 屹度 



大 跨に 歩く 人 だ。 無雑 作に 大 跨に 歩く 人 だ。 大 跨に 歩 

ぬかるみ つま づ 

くから、 時として ド プリと 泥濘へ 入る、 石に 躓く、 真 

暗な 晚には 溝に も 落 こちる。 若しかして 溝が 身長より 

も 深いと なると、 ァノ 人の 事 だから、 其 溝の 中 を大跨 

に 歩く かも 知れない。 

「溝の 中 を 歩く 人 ご と 口の 中で 云って、 私 は 思 はず 

微笑した。 それに 違 ひない、 ァノ 洋服の 色 は、 饍 えた、 

あんな 

腐った、 溝の 中の 汚水の 臭気で 那麼に 変色した の だ。 

手！ ァノ節 くれ 立った、 恐ろしい 手 も、 溝の 中 を 歩 

いた 証拠 だ。 烈しい 労働の 痛苦が、 手の指の 節々 に 刻 

また 

まれて 居る。 「痛苦の …… 生 I 活 I の 溝、」 と、 再 口の 



ことば 

中で 云って 見た が、 此語 は、 我乍ら 鋭い 錐で 胸 を もむ 

1 つろ た 

様な、 連想 を 起した ので、 狼狽へ て 「人生の 裏 路を迪 

る 人 ご と 直す。 

何に しても 菊 池 君 は 失敗 を 重ねて 来た 人 だ、 と、 勝 

手に 断定して、 今度 は、 ァノ 指が 確かに 私の の 二 本 前 

こども そつ 

太いと 思った。 で、 小児み たいに、 密と 自分の 指 を 蒲 

団の 中から 出して 見た が、 菊 池 君 は 力が 強さう だと 考 

へる。 ト、 私 は 直ぐ 其 喧嘩の 対 手 を 西 山 社長に した。 

何と 云 ふ 訳 も 無い が、 西 山の 厭な 態度と、 眼鏡 越の 

うたが ひ 

狐疑 深い 目 付と が、 怎 しても 菊 池 君と 調和し ない 様な 

気がする ので。 —— 西 山が 馬鹿に 社長 風 を 吹かして 威 



ト、 今度 は、 菊 池 君の 顔 を 嘗て 何処かで 見た 事が あ 

る 様な 気がした。 確かに 見た と、 誰 やら 耳の 中で 囁く。 

お ほど ほリ 

盛 岡 —— の 近所で 私 は 生れた II の、 内 丸の 大逵が 

パッと 目に 浮ぶ。 中学の 門と 斜に向 ひ 合って、 一軒の 

理髪 床が あつたが、 其 前で 日 かしら 菊 池 君 を 見た… 

クラス 

…否、 ァ レは巿 役所の 兵事 係と か 云 ふ、 同じ 級の 友人 

とラ さん 

のお 父 様の 髭だった と 気がつく。 其 頃 私の 姉の 家で は 

下宿屋 をして 居た が、 其 家に 泊って 居た 髭 …… 違 ふ、 

けせん 

違 ふ、 ァノ 髭なら 気 仙 郡から 来た 大工 だと 云って、 ニケ 

つき もと 

月 も 遊んで から 喰 逃して 北海道へ 来た 害 だ。 ト、 以前 

私の 居た 小 樽の 新聞社の、 盛 岡 生れ だと 云った 職工 長 



あたま 

の 立派な 髭が 頭脳に 浮ぶ。 若しかすると、 菊 池 君 は 何 

時 か 私の 生れた 村の、 ァノ 白沢屋 とか 云 ふ 木賃宿の 縁 

側に、 胡 坐 を かいて 居た 事がなかったら うかと 考 へた 

が、 これ も 甚だ 不正確な ので、 ハテ、 何処だった かと、 

気が 少し 苛々 して 来て、 東京 ぢゃ なかったら うかと、 

無理な 方へ 飛ぶ。 東京と 云へば、 私 は 直ぐ、 須田町 I 

I 東京 中の 電車と 人が 四方から 崩れる 様に 集って 来る 

あたま 

須田町 を 頭脳に 描く が、 ァノ 雑沓の 中で、 菊 池 君が 電 

よ つぼ ど 

車から 降りる …… 否、 乗る 所 を、 私 は 余程 遠くから チ 

ラリと 後 姿 を …… 無理 だ、 無理 だ、 電車と 菊 池 君 を 

密接け るの は 無理 だ …… 。 



ぶ そんな 

『モウ 起きな さいよ、 十一 時が 打った から。 那麼に 〔# 

そんな 

「那麼 に」 は ママ〕 寝て て、 貴方 何考 へて る だべ さ。』 

と、 取って 投げる 様な、 癇 高い 声で 云って、 お 芳が入 

つて 来た。 ハツと すると、 血が 頭から ス ー ッと 下って 

行く 様な、 夢から 覚めた 様な 気がして、 返事 もせず、 

真面目な 顔 をして 黙って 居る と、 ぉ芳も 存外 真面目な 

あかぎれ 

顔 をして、 十能の 火 を 火鉢に 移す。 指の 太い、 皸 だ 

ら けの、 赤黒い 不恰好な 手が、 急がし さう に、 細い 真 

鍮の 火箸 を 動かす。 手 巾 を 欲しがつ てる 癖に …… と考 

へる と、 私 は 其 手 巾 を 蒲団の 中で、 胸の 上に シッ カリ 

握って る 事に 気がついた。 ト、 急に 之 をお 芳に 呉れる 



のが 惜しくな つて 来たので、 対 手に それ を 云 ひ 出す 機 

会 を 与へ まいと、 寝返り を 打た うとした が、 怎し たも 

よく 

のか、 此 瞬間に、 ぉ芳の 目元が 菊 池に 酷似て ると 思つ 

た。 不思議 だ ナと考 へて、 半分 廻し かけた 頭 を 一寸 戻 

また 

して、 再お 芳の目 を 見た が、 モウ 似て 居ない。 似る 害 

が 無い ザと 胸の 中で 云って、 思 切って 寝返り を 打つ。 

『私の 顔な ど 見た くもな かべ さ。 ねえ、 橘さん。』 

『何 を 云 ふんだ い。』 

と 私 は 何気なく 云った が、 ハ ハァ、 此 女が、 存外 真面 

目な 顔 をして る哩と 思った の は、 ャレ /\、 これで も 

一 種の 姿態 を 作って 見せる 積リ だった かと 気が付く と、 



創業の 日から 七 年の 間、 「日報」 と 運命 を 共に して 来て、 

(初めは 唯一 人で 外交 も 編輯 も 校正 も、 時として は 発 

送まで やった もの ださう だが、) 毎日々々 土地の 生き 

た 事件 を 取扱って 来た 人 だけ、 其 説に は 充分の 根拠が 

あった。 主筆 は、 北海道の 都府、 殊に も 此釧路 の 発達 

の 急激な 事に 非常の 興味 を もって 居て、 今で こそ 人口 

も 一 万 五 千に 満たぬ けれど、 半年 程 前に 此処と 函 館と 

を繫 いだ 北海道 鉄道の 全通して 以来、 貨物の 集散 高、 

人口の 増加率、 皆 月毎に 上って 来て 居る し、 殊に 中央 

の 政界まで も 騒がして 居る 大規模の 築港 計画 も、 一 両 

年中に は 着手され る 事で あらう し、 池 田 駅から 分岐す 



態度 を 見せて、 或 時の 如き は、 須 藤氏が 主として 関係 

して 居る 漁業 団体に、 内訌が 起った とか 起リ さう だと 

か 云 ふ 事 を、 「毎日」 子が 何 かの 序に 仄めかした 時、 

大川 氏と 須 藤氏が 平生に なく 朝早く 社に やって来て、 

主筆と 三人 応接室で 半時 間 も 密議して から、 大川 社長 

が 自分で 筆 を 執って、 「毎日」 と 或 関係が あると 云 はれ 

て 居る 私立 銀行の 内幕 を 剔った 記事 を 書いた。 

が、 私が 追々 と 土地の 事情が 解って 来る に随れ て、 

此 神経過敏の 理由 も 読めて 来た。 ト云 ふの は、 大川氏 

ところ 

が 土地の人 望 を 一身に 背負って 立った 人で、 現に 町民 

に 推されて、 (或は 推させて、) 道 会議 員に もな つて 居 



材料から、 念の為に 作って 見た 勢力 統計に よると、 前 

の 代議士 選挙に 八 分 を 占めて 居た 大川 氏の 勢力 は、 近 

く 二三 ヶ月 後に 来るべき 改選 期に 於て、 怎 しても 六 分、 

—— 未知数 を 味方に 加算して、 六 分 五 厘 位 迄に 堕ちて 

居た。 (大川 氏 は 前に は 其 得点 全部 を 期日 間際にな つ 

て 或る 政 友に 譲った が、 今度 は 自身で 立つ 積り で 居 

る。) 最も、 残余の 反対者と 云っても、 これと 云 ふ 統率 

者が ある 訳で 無い から、 金 次第で 怎 でもなる の だが。 

で、 「毎日」 は、 社 それ 自身の 信用が 無く、 随 つて 社 

員 一 個々々 に 於ても、 譬 へば 料理屋へ 行って 勘定 を 月 

末まで 待たせる にしても、 余程 巧みに 談判し なければ 



やくしょ 

に 官衙ゃ 銀行 会社な どの 印刷物 を 一 手に 引受けて やつ 

\ /ぼ 

て 居る ので、 少し宛 積 立の 出来る 月 も あると、 目の 凹 

つ つまし や 

んだ 謹直 家の 事務長が 話して 居た が。 …… 

私 は、 這麼 事情が 解る と共に、 スッ カリ 紙面の 体裁 

を 変へ た。 「毎日」 の 遣り方 は、 喇叭 節 を 懸賞で 募集し 

たり、 芸妓 評判記 を 募ったり、 頻りに 俗受の 好い 様に 

と 焦慮って るので、 初め 私 も 其 向う を 張らう かと 持 出 

したの を、 主筆 初め 社長まで が 不賛成で、 出来るだけ 

清潔な、 大人ら しい 態度で 遣れと 云 ふから、 其 積り で、 

記事な ども 余程 手加減して 居た の だが、 此 頃から 急に 

手 を 変へ て、 さう でもない 事に 迄 「報知」 式に ドンく 



の 袴 を 態々 持って来て 呉れた。 

袴と 時計に 慢心 を 起した 訳で はない が、 人の 心と い 

ふ もの は 奇妙な もので、 私は此 頃から、 少し宛、 現在 

の 境遇 を 軽蔑す る 様になった。 朝に 目を覚まして、 床 

の 中で 不取敢 新聞 を 読む。 ト、 私が 来た 頃まで は、 一 

面と 二 面が ルビ 無しの、 時として は艷 種が 二 面の 下 か 

あたま 

ら 三面の 冒頭へ 続いて 居る 様な 新聞だった のが、 今で 

は 全紙 総 ルビ 付で、 体裁 も 自分 だけで は 何処へ 出して 

も 恥 かしくな いと 思 ふ 程 だし、 殊に 三面 —— 田舎の 読 

者 は 三面 だけ 読む。 —— となると、 二号 活字 を 思 切つ 

にギ. I にぎ 

て 使った、 誇張 を 極めた 記事が、 賑々 しく 埋めて ある。 



フ フンと 云った 様な 気持になる。 若しかして、 記事の 

排列の 順序で も 違って ると、 「永 山の 奴 仕様がな いな、 

いくら 云っても 大刷 校正の 時 順序 紙 を 見ない ご など 

と 眩いて 見る が、 次に 「毎日」 を 取って 見る とい ふと 

また ぞろ 

モウ 自分の 方の 事 は 忘れて、 又候フ フンと 云った 気に 

、つ ^ 

なる。 「毎日」 は 何日で も 私の 方より 材料が 二つ も 三 

つも 少 かった。 取 分け 私自身の 聞 出して 書く 材料が、 

一 つと して 先方に 載って 居ない。 のみならず、 三面 だ 

けに ルビ を附 けた だけで、 活字の 少ぃ 所から 仮名 許り 

せん 

沢山に 使って、 「釧 路」 の釧の 字が 無い から 大抵 「くし 

路」 としてあった。 新聞 を 見て 了って、 起きよう かナ 



と 思 ふと、 先づ 床の 中から 両腕 を 出して、 思 ひ 切って 

ゆったり つ/のび 

悠暢 と身延 をす る。 そして、 「今日 も 亦 社に 行って と 

…… ええと、 また 二号 活字 を 盛んに 使 ふか ナご と 云 ふ 

様な 事 を 口の 中で 云って 見て、 そして 今度 は 前の 場合 

と 少し 違った 意味に 於て、 フ フンと 云って、 軽く 自分 

を 嘲って 見る。 「二号 活字 さへ 使へば 新聞が 活動した 

ものと 思って る、 フン、 処世の 秘訣 は 二号 活字に あり 

かナご などと 考 へる。 

這麼 気がし 出してから、 早い もので、 二三 日経つ と、 

モウ 私 は 何 を 見ても 何 を 聞いても、 直ぐ フ フンと 鼻先 

であしら ふ 様な 気持に なった。 其 頃 は 私 も 余程 土地 慣 



なって、 自分の 境遇 を 軽蔑して 見る 様になって 間 もな 

くの 事、 —— 其麼 気がし 乍ら も 職務に は 真面目な もの 

で、 毎日 十一 時 頃に 出て 四時 過ぎまでに、 大抵 は 三百 

行 位 も 書き こなす の だから、 手 を 休める 暇と 云って は 

殆んど 無い の だが、 II 時として、 筆の 穂先 を 前歯で 

軽く 嚙み ながら、 何とい ふ 事な しに 苦虫 を嚙 みつぶ し 

た 様な 顔 をして 居る 事が あった。 其麼時 は、 恰度、 空 

あたま 

を 行く 雲が、 明るい 頭脳の 中へ サッと 暗い 影 を 落した 

様で、 目の前の 人の 顔 も、 原稿紙 も、 何とな しに 煤ん 

そんな 

で、 曇って 見える。 ハツと 気が付いて、 怎 して 這 麼〔# 

そんな 

「這 麼」 は ママ〕 気持が したら うと S んで 見る。 それが 



『そら 結構です、 何なら、 チヨ ィ/^ 病気す る 事に し 

て も 可いです よ。』 

なるべく 

其 日 は 一日、 可成く すんだ 顔 を 人に 見せまい と 思つ 

て、 頻りに 心に もない 戯談を 云った が、 其 麼事を すれ 

あたま 

ばす る 程、 頭脳が 暗くな つて 来て、 筆が 渋る、 無暗 矢 

鳕に 二号 活字 を 使 ふ。 文選 小僧 は 『明日の 新聞 も 景気 

が 可 えぞ。』 〔# 「『明日の 新聞 も 景気が 可 えぞ。』」 は 底 

本で は 「「明日の 新聞 も 景気が 可 えぞ。』」〕 と 工場で 叫 

んで 居た。 

力 げ を か 

何故 暗い 陰影に 襲 はれる か？ 訝しい と は 思 ひ 乍ら、 



私 は 別に 深く 其 理由 を考 へても 見なかった。 が、 詰り 

私 は、 身体 は 一 時間 も 暇が無い 程 急がし いが、 為る 事 

成す 事 思 ふ 壷に 嵌って、 鏡の 様に ffl いだ 海 を 十日 も 一 一 

こころ ぶれう 

十日 も 航海す る 様な ので、 何日し か 精神が 此 無聊に 倦 

んで 来たの だ。 西風が ドウと 吹いて、 千里の 夏草が 皆 

なび 

靡く、 抗ふ樹 もなければ、 遮る 山 もない、 ト、 風 は 野 

の涯に 来て 自ら 死ぬ。 自ら 死ぬ 風の 心 を、 若い 人 は 又、 

春の 真昼に 一 人 居て、 五 尺の 軒から 底無しの 花曇りの 

空 を 仰いだ 時、 目に 湧いて 来る 寂しみ の 雲に 読む。 恋 

おも 

ある 人 は 恋 を 思 ひ、 友 ある 人 は 友 を 懐 ひ、 春の 愁と云 

にげみち 

はるる 「無聊の 圧迫」 を享 けて、 何処か しら 遁路を 求 



山」 の 番頭の 話で は、 時として 帰って来ない 晚も ある 

そんな よね まち 

と 云 ふ。 其 麼時は 怎も米 町 (遊廓) へ 行く らしい ので、 

現に 或 時の 晚の 如き は 職工 二人 許りと 連立って 行った 

形跡が あると 云 ふ 事であった。 そして 又、 小 松 君 は、 

聯隊 区 司令部に は 三日 置 位に しか 材料が 無い のに、 菊 

池 君が 毎日 ァノ 山の 上まで 行く と 云って、 笑って居た。 

四時 か 四時 半になる と、 私 は 算盤 を 取って、 順序 紙 

に つけて ある 行数 を 計算して、 

できり 

『原稿 出切。』 

と 呼ぶ。 ト、 八 戸 君 も 小 松 君 も、 卓子から 離れて 各々 

ス 卜ゥブ あたり 

自分の 椅子 を 引ずって 暖炉の 周 匝に 集る。 此時は 流石 



飲みに 行った のが、 此頃 では 其 麼考へ も 無しに、 唯モ 

ゥ 行かねば 気が 落 付か ぬ 様で、 毎晩 の 様に 華やかな 絃 

歌の 巷に 足 を 運んだ。 或 時 は 小 松 君 を 伴れ て、 或 時 は 

日 下部 君と 相携 へて。 

星 明りの する 雪路 を、 身 も 心 もフラ /\ として 帰つ 

て 来る の は、 大抵 十二時 過ぎで あるが、 私 は、 「毎日」 

まるで 

社の 小路の 入口 を 通る 度に、 「僕の 方の 編輯 局 は 全然 

梁山泊 だよ ご と 云った 日 下部 君の 言葉 を 思 出す。 月 

さり 

例会に 逢った 限の 菊 池 君が 何故か 目に 浮ぶ。 そして、 

何だか 一 度 其 編輯 局へ 行って 見たい 様な 気がした。 
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